
『
江
談
抄
』
に
は
東
宮
の
護
り
刀
壺
切
を
頼
通
が
尊
仁
親
王
（
後
三
条
天

皇
）
に
渡
さ
な
か
っ
た
と
い
う
有
名
な
話
が
あ
る
。
歴
史
学
で
は
摂
関
政
治
か

ら
院
政
期
へ
の
移
行
期
と
し
て
、「
摂
関
家
を
外
戚
と
し
な
い
」
後
三
条
天
皇

の
登
場
を
語
る
の
に
よ
く
引
用
さ
れ
た
（
以
下
、
便
宜
上
各
天
皇
に
は
「
天

皇
」
を
つ
け
ず
「
後
三
条
」
の
よ
う
に
代
称
す
る
）。『
今
鏡
』
や
『
古
事
談
』

『
愚
管
抄
』
に
も
頼
通
が
後
三
条
の
立
太
子
を
望
ま
な
か
っ
た
と
伝
え
る
。
後

三
条
は
「
名
目
的
な
東
宮
で
し
か
な
く
、
摂
関
家
腹
の
皇
子
が
誕
生
す
れ
ば
た

ち
ま
ち
廃
太
子
の
憂
き
目
に
合
う
運
命
に
あ
っ
た
」
と
い
う
、
深
沢
徹
氏
に
よ

る
後
三
条
の
東
宮
時
代
の
概
括
な
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
一
等
史
料
の
乏
し
い
時
代
、

こ
れ
ら
の
話
が
貢
献
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
は
壺
切
は

後
三
条
に
与
え
ら
れ
て
い
た
事
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
角
田

文
衛
氏
の
よ
う
に
、
頼
通
に
は
後
三
条
廃
太
子
の
意
図
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
見
方
も
出
て
き
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
誤
伝
で
は
あ
る
が
、「
天

壺
切
伝
承
考

一

皇
側
近
の
大
江
匡
房
が
こ
う
語
っ
た
と
こ
ろ
に
天
皇
と
摂
関
家
の
深
刻
な
対
立

が
表
れ
て
い
る
」
と
い
う
評
価
の
仕
方
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座
の
相
違
が

表
現
の
相
違
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、『
江
談
抄
』
の
よ
う
な
壺
切
伝

承
が
何
故
生
ま
れ
て
き
た
の
か
、
今
一
度
再
吟
味
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、『
続
古
事
談
』
に
は
異
伝
と
も
い
う
べ
き
壺
切
伝
承
が
あ
る
。
こ
ち
ら

は
歴
史
学
の
方
面
を
含
め
て
、
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
考
察
の
対
象
に
さ
れ

た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
『
続
古
事
談
』
の
話
を
『
江
談
抄
』
系
の
話
と
の
関
連

で
ど
う
位
置
づ
け
る
べ
き
な
の
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
論
じ
る

こ
と
に
す
る
。一

、
頼
通
と
後
三
条

あ
り
し
日
、
大
江
匡
房
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
（
古
本
系
神
田
本
『
江
談

抄
』

）。

壺
切
伝
承
考

｜
｜
『
江
談
抄
』
と
『
続
古
事
談
』
か
ら
｜
｜

生

井

真

理

子



剣
ハ
壺
切
。
但
壺
切
焼
亡
歟
。
未
詳
。
件
剣
ハ
累
代
東
宮
渡
物
也
。
而
後

三
条
院
東
宮
之
時
。
廿
三
年
之
間
。
入
道
殿
不
令
献
給
云
々
。
其
故
ハ
藤

氏
腹
東
宮
ノ
宝
物
ナ
レ
ハ
。
何
此
東
宮
可
令
得
給
乎
云
々
。
仍
後
三
条
院

被
仰
之
様
、
壺
切
我
以
无
益
也
。
更
ニ
ホ
シ
カ
ラ
ス
ト
被
仰
ケ
リ
。
サ
テ

遂
ニ
御
即
位
ノ
後
ニ
ソ
被
進
ケ
レ
。
是
皆
古
人
所
伝
談
也
云
々
。

類
従
本
で
は
「
藤
氏
東
宮
」
が
「
藤
氏
腹
東
宮
」、「
古
人
所
伝
談
」
が
「
古

今
所
伝
談
」
と
な
っ
て
い
る
。
意
味
の
上
で
は
大
き
な
差
は
な
く
、
こ
こ
で
は

便
宜
上
意
味
の
通
り
の
よ
い
類
従
本
の
「
藤
氏
腹
東
宮
」
を
用
い
て
検
討
し
た

い
。
さ
て
、
こ
の
話
、「
古
人
の
伝
談
」
だ
と
い
う
か
ら
、
後
三
条
即
位
に
と

も
な
い
、
即
日
五
位
蔵
人
と
な
っ
た
匡
房
も
、
壺
切
の
太
刀
が
頼
通
か
ら
後
三

条
に
進
上
さ
れ
る
の
を
見
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、「
累
代
の
東
宮
の

渡
物
」
つ
ま
り
皇
室
の
宝
物
を
「
藤
氏
腹
東
宮
の
宝
物
」
と
称
し
て
、
三
条
帝

皇
女
の
禎
子
内
親
王
を
母
と
す
る
第
二
皇
子
に
渡
さ
な
い
頼
通
に
対
し
て
、

「
壺
切
我
持
て
無
益
也
。
更
に
ほ
し
か
ら
ず
」
と
言
い
放
ち
、
頼
通
相
手
に
一

歩
も
引
け
を
取
ら
ぬ
少
年
東
宮
の
気
丈
さ
に
喝
采
を
送
り
、
二
十
三
年
後
の

「
遂
に
御
即
位
の
後
、
壺
切
進
上
」
と
い
う
口
調
に
は
、
さ
ん
ざ
ん
冷
遇
し
た

後
三
条
の
前
に
今
や
屈
せ
ざ
る
を
得
な
い
頼
通
の
敗
北
を
痛
快
が
る
趣
が
あ
る
。

東
宮
に
壺
切
を
渡
さ
な
い
と
は
関
白
頼
通
に
よ
る
皇
室
の
宝
物
の
私
物
化
に
他

な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
専
横
が
許
さ
れ
る
よ
う
な
後
冷
泉
朝
に
お
け
る
関
白

頼
通
の
権
勢
が
、
後
三
条
の
即
位
に
よ
っ
て
も
ろ
く
も
瓦
解
す
る
。
短
い
話
だ

が
、
そ
ん
な
〈
天
皇
と
関
白

の
力
関
係
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
頼
通
が
壺
切
を
進
上
し
た
と
き
の
後
三
条
の
反
応
が
語
ら
れ
な
い
の
は
、

語
り
手
の
視
線
が
も
っ
ぱ
ら
頼
通
の
方
に
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
後
冷

泉
の
代
に
も
「
藤
氏
腹
の
皇
子
」
が
産
ま
れ
ず
、
外
戚
の
権
威
を
笠
に
着
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
頼
通
は
嘲
弄
の
対
象
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
第
一
に
問
題
と
な
る
の
は
、
源
師
房
の
日
記
『
土
右
記
』
永
承
元

年
（
一
〇
四
六
）
十
一
月
二
十
二
日
条
に
、
立
太
子
の
翌
年
、
元
服
の
た
め
に

東
宮
が
内
裏
へ
参
入
す
る
に
当
た
っ
て
、
宰
相
中
将
す
な
わ
ち
藤
原
能
長
が

「
御
剣
壺
切
を
持
ち
て
前
行
」
と
あ
る
た
め
、
実
際
に
は
壺
切
は
後
三
条
に
渡

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
史
実
と
し
て
壺
切
が
渡
さ
れ
な
か
っ
た
小
一
条
院
（
後
一

条
朝
の
東
宮
）
と
の
錯
誤
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
明
治
年
間
す
で
に
松
浦
辰
男
氏

や
星
野
恒
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
立
太
子
の
時
に
壺
切

が
渡
さ
れ
た
記
事
は
残
存
し
な
い
た
め
、
即
日
伝
え
ら
れ
た
確
証
は
な
い
。
が
、

重
体
の
後
朱
雀
の
も
と
に
立
太
子
の
た
め
に
後
三
条
が
赴
い
た
時
、
供
を
し
た

藤
原
資
房
の
日
記
『
春
記
』
に
特
に
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
の
は
、
む
し
ろ
頼

通
に
批
判
的
だ
っ
た
資
房
が
問
題
に
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と
読
み

取
れ
ば
、
壺
切
は
渡
さ
れ
て
い
た
と
見
る
方
が
妥
当
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
な
お
『
江
談
抄
』
に
い
う
よ
う
な
伝
承
が
生
ま
れ
た
の
は
、
ま
ず

当
時
頼
通
が
後
三
条
の
立
太
子
を
歓
迎
し
な
い
と
廷
臣
た
ち
が
見
て
い
た
点
に

求
め
ら
れ
る
。
立
太
子
と
と
も
に
必
ず
皇
太
子
傅
・
大
夫
・
亮
等
々
の
坊
官
が

壺
切
伝
承
考

二



定
め
ら
れ
る
代
々
の
東
宮
に
比
べ
、
後
三
条
の
場
合
は
立
太
子
の
寛
徳
二
年

（
一
〇
四
五
）
正
月
十
六
日
に
決
ま
っ
た
の
は
、
記
録
で
知
ら
れ
る
限
り
で
は

東
宮
大
夫
能
信
と
権
大
夫
資
房
だ
け
で
あ
る
。
同
年
四
月
に
権
亮
に
源
資
綱
が

任
じ
ら
れ
た
が
、
翌
年
十
二
月
の
元
服
式
の
次
第
を
記
し
た
『
春
記
』『
土
右

記
』
を
見
る
に
亮
が
い
な
い
。
ま
た
、
元
服
に
当
た
っ
て
皇
太
子
傅
が
必
要
だ

と
い
う
の
で
、
能
信
が
打
診
し
て
内
大
臣
教
通
の
内
諾
・
頼
通
の
了
承
を
得
て

よ
う
や
く
格
好
を
整
え
る
と
い
う
有
様
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
後
朱
雀
が

立
太
子
し
た
時
に
宮
司
・
帯
刀
な
ど
に
希
望
者
が
殺
到
し
た
と
い
う
『
栄
華
物

語
』
巻
十
三
の
記
述
や
、
ま
た
、
小
一
条
院
の
立
太
子
の
折
に
は
、
坊
官
辞
退

者
が
続
出
し
た
と
い
う
『
小
右
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
正
月
二
十
六
日

条
の
記
事
か
ら
勘
案
し
て
、
当
初
か
ら
利
に
聡
い
廷
臣
達
が
後
三
条
の
将
来
を

危
ぶ
ん
で
坊
官
を
忌
避
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

後
朱
雀
の
時
代
、
皇
后
禎
子
内
親
王
は
冷
遇
を
噂
さ
れ
た
。『
春
記
』
長
久

元
年
（
一
〇
四
〇
）
十
二
月
十
八
日
条
に
は
、「
人
々
云
く
、
皇
后
宮
此
の
四

年
参
入
し
給
は
ず
。
已
に
棄
て
置
き
て
果
て
は
上
陽
人
の
如
し
。
故
中
宮
参
入

し
給
ふ
事
に
依
て
也
」
と
あ
る
。
後
朱
雀
が
即
位
し
た
翌
年
、
養
女

子
が
入

内
す
る
と
禎
子
内
親
王
は
内
裏
を
離
れ
て
戻
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
長

暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
十
一
月
に
後
三
条
の
着
袴
の
儀
を
行
っ
た
時
も
、
頼
通

は
不
参
、
資
房
は
「
執
柄
其
の
心
を
入
れ
ぬ
故
」
儀
式
が
「
毎
事
等
閑
に
似

る
」
と
非
難
し
て
い
る
。

子
の
死
後
も
、
禎
子
内
親
王
腹
の
斎
宮
・
斎
院
を

壺
切
伝
承
考

三

差
し
置
い
て
、
頼
通
は

子
の
生
ん
だ
祐
子
内
親
王
を
強
引
に
准
后
と
な
し
た
。

し
か
も
、
道
長
の
圧
力
に
屈
し
て
自
ら
東
宮
の
地
位
を
降
り
、
道
長
の
婿
に
納

ま
っ
て
し
ま
っ
た
小
一
条
院
は
当
時
ま
だ
健
在
で
あ
る
。
禎
子
内
親
王
母
子
に

対
す
る
頼
通
の
処
遇
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
廷
臣
た
ち
が
、
道
長
と
小
一

条
院
の
関
係
を
、
頼
通
と
後
三
条
の
関
係
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
取
り
沙
汰
す
る

者
が
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
父
母
と
も
に
す
で
に
亡
い
後
冷
泉
を
擁
し
て

絶
大
な
権
力
を
握
る
こ
と
に
な
る
頼
通
が
、
後
三
条
の
立
太
子
を
不
快
と
す
る

と
廷
臣
た
ち
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
事
情
が
か
ら
ん
で
い
よ
う
。

で
は
、
頼
通
は
壺
切
は
渡
し
つ
つ
も
、
後
に
寛
子
を
入
内
さ
せ
て
皇
子
が
生

ま
れ
れ
ば
後
三
条
を
廃
そ
う
と
最
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
立
太

子
か
ら
約
二
年
後
の
永
承
元
年
十
二
月
十
九
日
、
元
服
式
に
臨
ん
だ
後
三
条
の

出
で
立
ち
は
、『
土
右
記
』
に
よ
れ
ば
「
腋
闕
御
装
束
、
糸
鞋
、
牙
御
笏
、
但

御
剣
平
緒
、
自
レ

殿
令
レ

献
、
瑠
璃
柄
、
元
故
入
道
太
相
国
御
剣
云
々
、
平
緒

紫

」
で
あ
る
。
後
三
条
が
持
っ
て
い
た
平
緒
の
御
剣
は
「
元
故
入
道
太
相

国
」
す
な
わ
ち
故
道
長
の
も
の
で
あ
り
、「
殿
」
が
後
三
条
に
献
じ
た
物
だ
と

い
う
。「
殿
」
と
は
、
師
房
の
立
場
か
ら
見
て
頼
通
を
指
す
だ
ろ
う
。
同
日
の

詳
細
な
儀
式
次
第
を
記
し
た
『
春
記
』
に
は
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
な
い
（
資

房
が
無
視
し
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
）。
実
際
ど
れ
ほ
ど
の
数
の
人
間
が
こ

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
が
、
後
三
条
の
母
方
の
祖
母
は
道

長
の
女
妍
子
で
あ
り
、
父
後
朱
雀
の
母
は
当
時
隠
然
た
る
力
を
持
っ
て
い
た
上



東
門
院
で
あ
る
。
元
服
と
い
う
公
的
な
晴
れ
の
場
で
、
後
三
条
が
曾
祖
父
道
長

の
剣
を
佩
く
。
そ
れ
は
御
堂
流
の
ミ
ウ
チ
の
一
員
で
あ
り
、「
藤
氏
腹
東
宮
」

に
准
ず
る
と
い
う
頼
通
た
ち
の
確
認
で
は
な
い
か
。

頼
通
が
故
道
長
の
剣
を
献
じ
た
意
味
に
つ
い
て
、
従
来
国
文
学
や
歴
史
学
の

方
面
で
殆
ど
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
こ
の
頼
通
の
行
動
は
、
後
朱
雀

朝
時
代
と
異
な
り
、
後
三
条
の
処
遇
の
路
線
変
更
を
物
語
る
だ
ろ
う
。
道
長
の

遺
品
は
頼
通
に
と
っ
て
大
切
な
物
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
薗
田
香
融
氏
は
、
東

大
寺
に
施
入
さ
れ
た
聖
武
天
皇
の
刀
の
伝
来
の
分
析
や
、
桓
武
天
皇
が
藤
原
百

川
の
子
緒
嗣
を
宮
中
で
元
服
さ
せ
、
か
つ
て
百
川
が
自
分
に
献
じ
た
刀
を
緒
嗣

に
与
え
た
例
な
ど
を
通
じ
て
、「
護
り
刀
の
贈
答
は
天
皇
が
大
臣
に
こ
れ
を
贈

る
と
き
に
は
、
そ
の
大
臣
に
対
す
る
信
任
、
も
し
く
は
後
見
依
頼
の
意
味
を
も

ち
、
大
臣
が
天
皇
や
皇
子
に
奉
る
と
き
に
は
、
臣
従
の
誓
い
の
し
る
し
な
り
、

あ
る
い
は
そ
の
皇
子
の
皇
位
継
承
へ
の
協
力
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
も
な
っ
た
」
と

結
論
づ
け
た
。
壺
切
自
身
、
昭
宣
公
基
経
が
か
つ
て
亡
父
の
所
持
し
て
い
た
名

剣
を
宇
多
に
献
じ
た
物
で
あ
る
。
そ
の
時
期
が
阿
衡
事
件
の
約
半
年
後
で
あ
る

こ
と
を
思
え
ば
、
君
臣
の
間
に
生
じ
た
溝
を
埋
め
る
た
め
の
「
臣
従
の
誓
い
の

し
る
し
」
の
意
味
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
点
、
時
代
を
百
五
十
七
年
下
る
に

し
て
も
、
関
白
頼
通
が
東
宮
後
三
条
に
故
道
長
の
剣
を
献
じ
る
政
治
的
意
味
は
、

基
経
の
行
為
と
共
通
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
朱
雀
時
代
の
溝
を
埋
め
、

道
長
で

が
る
血
縁
関
係
の
確
認
と
、
臣
従
の
表
明
と
、
皇
位
継
承
の
保
証
と
。

後
朱
雀
朝
と
後
冷
泉
朝
で
は
、
皇
位
継
承
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
頼
通
が
持
つ

条
件
は
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。
後
朱
雀
朝
時
代
に
頼
通
は

子
を
失
い
、
嫡

男
通
房
を
失
っ
て
い
る
。

子
の
没
後
、
弟
教
通
や
頼
宗
が
そ
れ
ぞ
れ
女
を
入

内
さ
せ
て
お
り
、
道
長
の
息
子
た
ち
の
連
帯
と
競
合
の
時
代
に
入
る
。
後
朱
雀

崩
御
の
時
、
頼
通
の
女
寛
子
は
十
才
、
後
嗣
と
す
べ
き
師
実
は
五
才
と
ま
だ
幼

か
っ
た
。
後
三
条
の
後
見
役
は
異
腹
の
弟
能
信
で
、
頼
通
に
了
解
を
得
て
東
宮

元
服
の
副
臥
に
養
女
茂
子
を
差
し
出
し
て
い
る
。
後
冷
泉
が
東
宮
時
代
に
妃
と

な
っ
た
章
子
内
親
王
は
、
後
一
条
帝
皇
女
、
母
は
道
長
女
威
子
で
、
上
東
門
院

や
頼
通
が
後
見
と
な
っ
た
。
女
子
に
恵
ま
れ
な
い
頼
通
に
と
っ
て
期
待
は
大
き

か
っ
た
は
ず
だ
が
、
子
女
の
誕
生
は
な
く
、
後
三
条
元
服
の
翌
年
、
教
通
は
後

冷
泉
の
後
宮
に
女
歓
子
を
入
れ
る
。
東
宮
元
服
の
時
点
で
頼
通
は
す
で
に
そ
の

こ
と
を
見
通
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
帝
・
東
宮
の
後
宮
対
策
に
出
遅
れ
て
い
る
だ

け
に
、
寛
子
が
万
が
一
皇
子
を
生
め
な
か
っ
た
場
合
、
東
宮
を
冷
遇
し
て
い
て

は
幼
い
師
実
の
将
来
も
危
う
い
の
で
あ
る
。
東
宮
元
服
の
日
に
道
長
の
剣
を
献

じ
た
頼
通
の
胸
中
を
示
す
史
料
は
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
政
治
的
な
計
算
は
十

分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

教
通
女
歓
子
が
皇
子
を
死
産
し
た
翌
年
、
頼
通
は
寛
子
を
入
内
さ
せ
る
。
永

承
六
年
（
一
〇
五
一
）
二
月
の
寛
子
の
立
后
後
、
同
年
十
一
月
に
章
子
内
親
王

の
同
母
妹
で
あ
る
馨
子
内
親
王
が
東
宮
に
嫁
し
た
。
こ
れ
は
後
朱
雀
の
長
暦
元

年
三
月
に

子
の
立
后
、
同
年
十
二
月
に
東
宮
後
冷
泉
に
章
子
内
親
王
を
配
し

壺
切
伝
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た
の
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。『
栄
華
物
語
』
巻
三
十
六
・
三
十
七
に
よ
れ

ば
、
後
一
条
の
死
後
二
人
の
遺
児
を
手
元
に
引
き
取
っ
た
上
東
門
院
の
意
志
で

あ
り
、
頼
通
・
教
通
・
頼
宗
な
ど
も
世
話
を
し
た
と
い
う
。
こ
の
顔
ぶ
れ
を
見

れ
ば
、
対
能
信
を
目
指
し
た
東
宮
後
宮
対
策
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
権
大

納
言
能
信
が
東
宮
に
嫁
が
せ
た
養
女
茂
子
は
す
で
に
女
宮
を
産
ん
で
い
た
が
、

馨
子
内
親
王
が
男
子
を
産
め
ば
、
身
分
の
高
さ
で
能
信
側
を
圧
倒
で
き
、
頼
通

は
能
信
の
勢
力
の
増
長
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。『
栄
華
物
語
』
は
こ
の
馨

子
内
親
王
が
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
九
月
に
男
宮
を
産
ん
だ
時
に
は
、
乳
母

希
望
者
が
続
出
し
、
後
見
役
の
源
師
房
が
万
事
取
り
は
か
ら
っ
た
と
語
る
。
師

房
は
頼
通
の
正
妻
隆
姫
の
弟
で
、
頼
通
の
異
姓
養
子
で
も
あ
り
、
か
つ
師
実
の

妻
の
実
父
で
も
あ
っ
た
。
他
史
料
の
裏
付
け
が
な
い
の
だ
が
、『
栄
華
物
語
』

の
以
上
の
記
述
か
ら
は
、
す
で
に
茂
子
が
長
男
（
白
河
）
を
産
ん
で
は
い
た
も

の
の
、
馨
子
内
親
王
を
上
東
門
院
・
頼
通
・
師
房
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
な
ら

ば
、
将
来
性
あ
り
と
見
た
廷
臣
達
の
動
き
が
ほ
の
見
え
よ
う
。
こ
の
男
児
は
数

日
に
し
て
夭
折
し
て
し
ま
う
の
だ
が
。

資
料
の
乏
し
さ
は
覆
う
べ
く
も
な
い
が
、
以
上
の
点
か
ら
見
る
限
り
、
頼
通

が
寛
子
を
入
内
さ
せ
た
時
点
で
も
、
孫
同
士
を
結
婚
さ
せ
た
上
東
門
院
の
意
向

も
無
視
し
、
政
変
と
し
て
か
な
り
の
リ
ス
ク
を
伴
う
後
三
条
の
廃
太
子
を
予
定

し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
頼
通
や
皇
后
関
係
者
に
「
も
し
寛
子
が
皇
子
を

生
め
ば

」
と
い
う
願
望
が
な
か
っ
た
と
言
う
の
で
は
な
い
。
た
だ
、「
世
の

壺
切
伝
承
考

五

へ
だ
て
多
く
」
と
、
廃
太
子
を
恐
れ
た
東
宮
側
の
危
機
感
を
伝
え
る
『
今
鏡
』

の
逸
話
を
、
単
純
に
寛
子
入
内
に
よ
る
東
宮
側
の
危
機
感
、
あ
る
い
は
、
寛
子

が
皇
子
を
生
ま
ぬ
先
か
ら
頼
通
が
廃
太
子
の
た
め
の
圧
力
を
か
け
て
い
た

「
証
」
と
捉
え
る
と
、
実
に
奇
妙
な
こ
と
に
な
る
。「
外
戚
関
係
」
に
あ
っ
た
後

朱
雀
の
場
合
で
も
頼
通
と
は
衝
突
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
寛
子
が
懐
妊
の

兆
し
さ
え
な
い
う
ち
に
両
者
の
対
立
が
噂
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
原
因
が

そ
の
種
の
問
題
以
外
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
む
し
ろ
頼
通
個
人
の
立

場
か
ら
言
え
ば
、
頼
通
は
東
宮
の
取
り
込
み
に
失
敗
し
た
と
言
う
方
が
実
状
に

近
い
の
で
は
な
い
か
。
能
信
の
み
な
ら
ず
教
通
や
頼
宗
は
、
三
条
系
の
皇
子
孫

と
婚
姻
や
養
子
関
係
で
密
接
に

が
り
、
後
三
条
と
そ
の
方
面
か
ら
も
親
近
し

て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
頼
通
だ
け
が
孤
立
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

頼
通
と
後
三
条
の
亀
裂
は
、
源
俊
房
と
後
三
条
同
母
妹
の
密
通
事
件
（『
栄

華
物
語
』『
古
事
談
』）
や
頼
通
に
よ
る
行
幸
並
の
賀
茂
詣
で
（『
江
談
抄
』）
に

対
す
る
後
三
条
の
激
し
い
憤
懣
、
具
体
性
に
欠
け
る
が
『
栄
華
物
語
』『
今

鏡
』
に
語
ら
れ
る
後
冷
泉
朝
末
期
の
頼
通
と
東
宮
の
「
不
仲
」
な
ど
が
伝
え
ら

れ
る
。
東
大
寺
東
南
院
経
蔵
本
『
僧
綱
補
任
抄
出
』
治
暦
元
年
（
一
〇
六
五
）

の
権
律
師
頼
尋
の
項
に
、

今
年
天
下
旱
魃
。
依
二

宣
旨
一

成
尊
阿
闍
梨
於
二

神
泉
一

行
二

請
雨
経
法
一

。

修
中
両
二
度
降
雨
。
無
二

勧
賞
一

。
為
二

春
宮
御
持
僧
一

故
歟
。

と
あ
る
の
も
、
そ
う
い
っ
た
状
況
を
補
足
す
る
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
頼
尋
は



十
月
十
八
日
の
法
成
寺
金
堂
薬
師
堂
観
音
堂
供
養
に
お
い
て
、
行
幸
の
賞
と
し

て
権
律
師
と
な
っ
た
が
、
神
泉
苑
で
の
祈
雨
の
修
法
に
功
あ
っ
た
成
尊
の
方
は

権
律
師
に
任
じ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
を
、
東
宮
の
護
持
僧
の
故
か
と
憶
測
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
東
宮
側
に
不
利
な
状
況
は
強
く
記
憶
さ
れ
、
壺
切

伝
承
を
生
み
、
か
つ
そ
の
信
憑
性
を
支
え
る
、
も
う
一
つ
の
条
件
と
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
勝
利
の
凱
歌
は
東
宮
時
代
が
暗
澹
た
る
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

輝
き
を
増
す
。
頼
通
は
敵
役
と
し
て
不
足
は
な
か
っ
た
。

後
冷
泉
崩
御
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
後
三
条
の
世
に
な
っ
た
時
の
東
宮
側
の
開

放
感
が
、『
江
談
抄
』
の
壺
切
伝
承
に
も
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
後
三
条
東
宮
時

代
末
期
の
約
一
年
半
を
東
宮
学
士
と
し
て
と
も
に
し
た
匡
房
が
語
る
か
ら
だ
ろ

う
か
。
た
だ
、
匡
房
を
含
め
て
、
壺
切
を
渡
さ
れ
た
こ
と
も
記
憶
に
な
い
伝
承

の
担
い
手
た
ち
は
、
後
三
条
の
幼
い
時
か
ら
近
侍
し
て
い
た
、
事
情
に
詳
し
い

者
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
こ
で
「
藤
氏
腹
」
と
い
う
表
現
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
壺

切
を
渡
さ
れ
な
か
っ
た
小
一
条
院
と
て
「
藤
氏
腹
東
宮
」
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

小
一
条
院
の
こ
と
は
念
頭
に
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
「
摂
関
家
腹
」
と
限

定
し
て
読
み
取
る
に
し
て
も
、
頼
通
女
の
み
を
指
す
の
か
、
後
朱
雀
の
後
宮
に

入
っ
た
教
通
・
頼
宗
の
女
た
ち
を
も
含
め
る
の
か
、
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
教
通

が
生
子
を
後
朱
雀
の
も
と
に
入
内
さ
せ
よ
う
と
し
た
時
に
は
、
頼
通
の
不
興
と

牽
制
を
被
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
御
堂
流
内
部
の
不
協
和
音
も
こ
の
表
現
か
ら

は
ま
っ
た
く
伺
え
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
教
通
女
が
生
ん
だ
、
後
冷
泉
の
「
藤

氏
腹
」
皇
子
が
も
し
無
事
に
育
っ
て
い
れ
ば
、
頼
通
は
東
宮
後
三
条
を
廃
し
た

か
と
い
う
問
題
も
起
き
て
く
る
だ
ろ
う
。
寛
子
が
入
内
し
て
か
ら
教
通
女
歓
子

は
里
第
に
籠
も
っ
て
お
り
、
教
通
と
て
立
后
と
次
期
皇
位
継
承
者
の
誕
生
を
巡

っ
て
は
、
頼
通
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
た
と
も
言
え
る
。
教
通
も
後
に
関
白
と
な

る
だ
け
に
、「
藤
氏
腹
」
を
「
摂
関
家
腹
」
と
頼
通
の
側
か
ら
解
釈
す
る
の
は

少
々
厄
介
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
頼
通
養
女
の

子
の
父
母
は
一
条
の
第
一
皇
子
敦
康
親
王
と
具
平

親
王
女
で
、
彼
女
は
藤
原
氏
出
身
で
は
な
い
。「
源
氏
皇
后
」
な
る
ゆ
え
に
、

彼
女
の
急
死
は
「
藤
氏
皇
后
」
を
託
宣
で
要
求
し
た
伊
勢
神
の
神
罰
と
囁
か
れ

た
が
、
そ
の
こ
と
も
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
壺
切
伝
承
を
語
る
者
に
と
っ
て
後

朱
雀
の
後
宮
は
時
間
・
距
離
と
も
に
は
る
か
遠
く
、
伝
承
の
担
い
手
た
ち
は
御

堂
流
全
体
を
も
突
き
放
し
て
見
る
位
置
に
あ
っ
た
。
た
と
え
傍
系
で
も
藤
原
氏

の
人
間
な
ら
お
そ
ら
く
口
に
は
し
に
く
い
、
揶
揄
的
な
意
味
を
含
む
「
藤
氏
腹

東
宮
」
と
い
う
表
現
を
頼
通
に
言
わ
し
め
た
背
後
に
は
、
外
戚
関
係
を
作
る
た

め
に
後
宮
を
独
占
し
よ
う
と
す
る
摂
関
家
一
族
あ
る
い
は
藤
原
氏
、
か
つ
そ
の

関
係
者
優
遇
の
時
代
に
対
す
る
反
感
が
伺
わ
れ
、
伝
承
の
形
成
過
程
に
他
氏
族

の
介
在
を
も
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
、
後
三
条
と
後
冷
泉

跋
文
に
よ
れ
ば
建
保
七
年
（
一
二
一
九
）
成
立
の
『
続
古
事
談
』
に
は
も
う

壺
切
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一
つ
の
壺
切
伝
承
が
あ
る
。

東
宮
ノ
御
マ
モ
リ
ニ
ツ
ボ
キ
リ
ト
イ
フ
大
刀
ハ
、
昭
宣
公
ノ
大
刀
ナ
リ
。

延
喜
ノ
御
門
儲
君
ニ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル
ニ
タ
テ
マ
ツ
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
ヨ
リ

ツ
タ
ハ
リ
テ
、
代
々
ノ
御
マ
モ
リ
ト
ナ
ル
ナ
リ
。

後
三
条
院
東
宮
ニ
立
給
時
、
後
冷
泉
院
ヨ
リ
ワ
タ
サ
レ
ザ
リ
ケ
リ
。
後

冷
泉
院
ウ
セ
給
テ
後
モ
ト
メ
イ
デ

、
大
二
条
関
白
ノ
時
、
後
三
条
院
ニ

タ
テ
マ
ツ
ラ
レ
ニ
ケ
リ
。「
立
坊
ノ
後
二
十
余
年
ワ
タ
サ
レ
デ
ヤ
ミ
ニ
キ
。

今
位
ニ
ツ
キ
テ
後
、
ト

メ
ラ
レ
ズ
ト
モ
ア
リ
ナ
ム
」
ト
世
ノ
人
申
ケ
リ
。

後
三
条
院
ヲ
ホ
セ
ラ
レ
ケ
ル
「
神
璽
宝
剣
エ
ウ
ナ
リ
シ
カ
ド
モ
、
二
十
余

年
ス
ギ
ニ
キ
。
ナ
ニ
カ
ク
ル
シ
カ
ラ
ム
」
ト
テ
ト

マ
リ
ニ
ケ
リ
。

其
後
ホ
ド
ナ
ク
二
条
内
裏
ノ
火
事
ニ
ヤ
ケ
ニ
ケ
リ
。
ミ
バ
カ
リ
ノ
コ
リ

タ
リ
ケ
ル
ニ
、
ツ
カ
サ
ヤ
ヲ
ツ
ク
リ
テ
グ
セ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
。（
第
一
王

道
后
宮
第
３
話
・
原
文
に
は
段
落
分
け
は
な
い
）

『
宇
多
御
記
』
仁
和
五
年
（
八
八
九
）
正
月
十
八
日
条
に
は
、
太
政
大
臣
基

経
（
昭
宣
公
）
が
、
基
経
の
父
か
ら
田
邑
天
皇
（
文
徳
）
そ
し
て
基
経
へ
と
伝

わ
っ
た
壺
切
を
宇
多
に
献
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
宇
多
は
醍
醐
立
太
子
の
日

に
壺
切
を
贈
り
、
醍
醐
は
こ
れ
に
倣
っ
て
崇
象
親
王
の
立
太
子
の
日
に
壺
切
を

贈
っ
て
、
以
後
代
々
の
習
わ
し
と
な
る
。
よ
っ
て
、「
壺
切
は
醍
醐
天
皇
が
東

宮
の
時
に
奉
ら
れ
て
か
ら
、
代
々
の
東
宮
の
護
り
刀
と
な
っ
た
」
と
い
う
『
続

古
事
談
』
の
第
一
段
落
の
記
述
は
歴
史
的
に
見
て
正
し
い
。
二
条
内
裏
（
関
白

壺
切
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七

教
通
邸
）
の
火
事
に
関
し
て
は
、『
本
朝
世
紀
』
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
十

二
月
十
一
日
条
は
「
皇
居
焼
亡
【
二
条
殿
】。
御
物
并
鎰
鈴
等
焼
了
」
と
記
す
。

『
有
職
抄
』
引
用
の
「
正
和
二
年
十
月
十
四
日
の
花
園
院
辰
記
」
で
は
、「
後
三

条
院
ノ
御
宇
治
暦
四
年
十
二
月
、
皇
居
炎
上
ノ
時
灰
燼
ト
ナ
ル
、
仍
テ
更
ニ
鋳

造
ラ
シ
ム
、
白
川
院
青
宮
ノ
間
是
ヲ
奉
ラ
ル
」
と
あ
り
、
焼
失
し
た
「
御
物
」

の
中
に
壺
切
が
含
ま
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。『
世
俗
浅
深
秘
抄
・
下

』

に
は
、東

宮
護
剣
壺
斬
蒔
絵
海
浦
有
二

如
レ

龍
摺
貝
一

。
装
束
青
滑
革
。
此
事
不
レ

見
二

諸
家
記
一

。
延
久
御
記
許
被
レ

注
二

此
旨
一

。
秘
蔵
云
々
。

と
あ
り
、
後
三
条
の
日
記
に
は
壺
切
の
形
状
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
た
。『
土

右
記
』
延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）
五
月
四
日
条
で
も
、
師
房
が
宇
治
の
頼
通
の

も
と
で
、
同
様
の
壺
切
の
形
状
を
教
え
ら
れ
て
い
る
。
前
月
の
二
十
八
日
に
白

河
の
立
太
子
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
に
ち
な
む
話
題
で
あ
っ
た
が
、
形
状
が
問

題
と
な
る
の
は
壺
切
焼
亡
と
東
宮
授
与
の
問
題
が
背
後
に
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ

せ
る
。

『
続
古
事
談
』
第
３
話
の
典
拠
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
、『
続

古
事
談
』
第
３
話
の
「
語
り
手
」（
編
者
も
含
む
）
が
、『
江
談
抄
』（
実
際
の

形
態
は
判
然
と
し
な
い
の
だ
が
）
に
い
う
壺
切
情
報
を
知
っ
て
い
る
人
間
を
対

象
と
し
て
、
そ
の
歴
史
認
識
の
修
正
を
図
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、『
続
古
事

談
』
壺
切
伝
承
の
論
旨
は
非
常
に
明
快
に
な
っ
て
く
る
。
匡
房
は
、



壺
切
ハ
昔
名
将
剣
也
。
長
良
剣
云
々
。
融
剣
ト
云
僻
事
也
云
々
。
資
仲
所

説
也
。（
前
田
本
）

と
も
語
っ
た
。
長
良
が
基
経
の
父
、
融
が
源
融
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
筋
は
通
る

が
、
長
良
は
「
名
将
」
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
り
、
類
従
本
の
よ
う

に
「
張
良
の
剣
と
雄
剣
」
と
中
国
渡
来
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
帯
び
て
い
る
方
が
皇

室
の
権
威
に
は
ふ
さ
わ
し
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
匡
房
自
身
は
壺
切
が
献
上
さ

れ
た
由
来
は
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。『
江
談
抄
』
で
皇
室
の
宝
物
を
頼

通
が
私
物
化
し
た
と
語
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
壺
切
は
「
昭
宣
公
ノ
大
刀
ナ

リ
」
と
始
め
る
『
続
古
事
談
』
の
記
述
は
、
ま
ず
そ
の
知
識
の
補
訂
か
ら
始
め

て
い
る
と
も
読
め
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
匡
房
は
「
但
壺
切
焼
亡
歟
。
未
詳
」

と
し
た
が
、『
続
古
事
談
』
の
第
三
段
落
で
こ
の
こ
と
に
詳
し
く
言
及
す
る
の

も
そ
の
知
識
の
補
足
の
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
醍
醐
よ
り
後
冷
泉

ま
で
す
べ
て
「
藤
氏
腹
東
宮
」
で
あ
り
、
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
宝
物
で
あ
る
こ
と

が
明
示
す
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

第
一
・
三
段
落
は
概
ね
史
実
に
則
っ
て
い
る
が
、「
後
三
条
院
東
宮
ニ
立
給

時
、
後
冷
泉
院
ヨ
リ
ワ
タ
サ
レ
ザ
リ
ケ
リ
」
以
下
の
第
二
段
落
の
部
分
は
、
先

述
し
た
よ
う
に
『
土
右
記
』
の
記
述
を
信
じ
る
限
り
、
明
ら
か
に
こ
れ
も
ま
た

虚
伝
で
あ
る
。
し
か
も
、『
江
談
抄
』
と
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。『
続
古
事

談
』
で
は
壺
切
は
後
冷
泉
か
ら
渡
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
理
由
は
『
江
談

抄
』
の
頼
通
の
よ
う
に
は
明
示
さ
れ
な
い
。
後
冷
泉
崩
御
の
後
、
大
二
条
関
白

教
通
が
壺
切
を
探
し
出
し
て
後
三
条
に
進
上
し
た
と
い
う
。『
江
談
抄
』
の
記

事
か
ら
は
、
頼
通
が
壺
切
を
「
私
蔵
」
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
さ
え
受
け
取
れ

る
の
だ
が
、『
続
古
事
談
』
の
記
事
で
は
後
冷
泉
が
壺
切
を
管
理
し
て
お
り
、

後
冷
泉
崩
御
の
後
、
教
通
は
後
冷
泉
の
御
所
高
陽
院
か
ら
探
し
出
し
て
き
た
こ

と
に
な
る
。
小
一
条
院
に
壺
切
を
渡
さ
な
か
っ
た
道
長
の
場
合
で
も
、『
左
経

記
』
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
八
月
二
十
三
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
壺
切
は
内

裏
の
納
殿
に
置
か
れ
て
い
た
。
ま
し
て
、
後
一
条
の
時
と
異
な
り
、
後
冷
泉
が

即
位
し
た
時
は
二
十
一
歳
の
成
年
で
あ
る
。
頼
通
の
意
志
を
反
映
し
た
と
し
て

も
、
壺
切
伝
授
の
可
否
の
決
定
権
と
責
任
は
当
然
後
冷
泉
に
あ
っ
た
。『
続
古

事
談
』
の
方
が
、
設
定
と
し
て
は
理
に
叶
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

壺
切
を
進
上
す
る
の
も
教
通
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
治
暦
三
年
（
一
〇
六

七
）
十
月
に
後
冷
泉
は
宇
治
の
平
等
院
へ
行
幸
し
た
が
、
十
二
月
に
は
す
で
に

病
が
重
く
、
教
通
に
氏
長
者
を
譲
っ
て
い
た
頼
通
も
病
の
た
め
か
関
白
を
辞
し

た
。
翌
年
三
月
五
日
に
は
師
実
・
師
房
た
ち
が
前
関
白
頼
通
の
病
状
「
危
急
」

の
た
め
宇
治
へ
行
っ
て
い
る
（『
本
朝
世
紀
』）。
た
め
に
頼
通
は
「
万
機
の
諮

詢
」
を
も
辞
し
、
四
月
十
七
日
に
は
教
通
が
よ
う
や
く
関
白
と
な
る
。
後
冷
泉

は
十
九
日
に
崩
御
。
そ
の
後
、
神
璽
宝
剣
が
閑
院
の
後
三
条
の
も
と
に
運
ば
れ

た
。
万
事
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
教
通
で
あ
る
。
頼
通
が
壺
切
を
進
上
す
る
と

い
う
『
江
談
抄
』
の
設
定
に
は
無
理
が
あ
る
。
当
時
を
蔵
人
と
し
て
経
験
し
た

匡
房
が
、
伝
談
だ
と
断
る
の
も
そ
の
曖
昧
さ
ゆ
え
だ
ろ
う
か
。

壺
切
伝
承
考

八



そ
し
て
、『
江
談
抄
』
で
は
壺
切
献
上
の
頼
通
に
語
り
手
の
視
線
が
向
い
て

い
た
が
、『
続
古
事
談
』
で
は
、
語
り
手
の
視
線
は
壺
切
を
進
上
さ
れ
た
後
三

条
に
向
い
て
い
る
。
教
通
が
進
上
し
た
時
、「（
次
期
皇
位
継
承
者
を
象
徴
す
る

壺
切
を
）
立
太
子
の
後
二
十
余
年
の
間
渡
さ
れ
な
い
で
終
わ
っ
た
。
も
う
即
位

な
さ
っ
た
の
だ
か
ら
、
今
更
お
そ
ば
に
置
い
て
お
く
必
要
も
あ
る
ま
い
」
と
い

う
「
世
の
人
」
の
言
葉
に
、
後
三
条
が
「
神
璽
宝
剣
こ
そ
要
る
も
の
だ
っ
た
け

れ
ど
も
、
二
十
余
年
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
何
の
不
都
合
が
あ
ろ
う
か
」
と
答
え

た
の
で
、
壺
切
は
後
三
条
の
手
元
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。『
江

談
抄
』
の
話
が
「
皇
室
の
宝
物
壺
切
を
即
位
に
よ
っ
て
後
三
条
が
頼
通
か
ら
取

り
戻
し
た
」
と
言
い
う
る
な
ら
、『
続
古
事
談
』
で
は
「
皇
女
腹
の
後
三
条
が

藤
原
氏
ゆ
か
り
の
宝
物
を
即
位
に
よ
っ
て
後
冷
泉
か
ら
奪
い
取
っ
た
」
か
の
よ

う
な
印
象
が
残
る
。
何
と
言
っ
て
も
、
後
三
条
の
「
神
璽
宝
剣
エ
ウ
ナ
リ
シ
カ

ド
モ
、
二
十
余
年
ス
ギ
ニ
キ
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
強
烈
な
皇
位
へ
の
執
着
が

あ
る
。
兄
の
死
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
得
た
皇
位
、
そ
し
て
兄
の
死
を
悼
む
こ
と

も
な
く
、
兄
が
渡
そ
う
と
し
な
か
っ
た
壺
切
を
や
っ
と
手
に
入
れ
た
弟
の
反
応
。

名
君
の
誉
れ
高
く
、
第
二
の
小
一
条
院
に
擬
さ
れ
て
受
難
の
皇
太
子
時
代
を
乗

り
切
っ
た
と
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
従
来
の
後
三
条
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す

る
と
、
と
ま
ど
い
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
で
も
あ
ろ
う
、
田

中
宗
博
氏
は
『
江
談
抄
』
の
話
に
添
い
な
が
ら
、
こ
こ
の
部
分
の
口
語
訳
に
か

な
り
苦
労
し
て
い
る
。

壺
切
伝
承
考

九

後
三
条
が
東
宮
時
代
、
強
い
即
位
願
望
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

ま
ず
、『
宮
寺
縁
事
抄
』「
放
生
会
京
官
参
事
」
に
所
載
の
延
久
二
年
八
月
十
五

日
の
宣
命
に
、
東
宮
時
代
に
「
御
心
中
に
平
に
天
祚
を
保
た
し
め
給
へ
ら
ば
、

彼
宮
に
毎
年
八
月
十
五
日
放
生
の
時
に
、
前
後
二
日
を
加
て
、
三
箇
日
を
限
、

件
事
厳
く
行
給
思
食
し
、
爰
大
菩
薩
の
冥
感
に
依
て
、
天
之
日
嗣
を
伝
賜
へ

り
」
と
あ
る
。
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
以
後
の
成
立
か
と
さ
れ
る
『
年
中
行

事
秘
抄
』
に
、
石
清
水
放
生
会
に
奉
幣
使
を
立
て
、
上
卿
以
下
の
廷
臣
を
派
遣

し
、
行
幸
の
儀
と
同
じ
に
す
る
の
は
後
三
条
院
の
時
か
ら
で
、
後
三
条
院
の
日

記
で
は
「
旧
御
願
」
に
よ
る
と
い
う
か
ら
、
東
宮
時
代
に
後
三
条
は
八
幡
に
即

位
祈
願
を
し
て
い
た
。

そ
の
石
清
水
八
幡
宮
で
は
後
世
、
後
三
条
が
後
冷
泉
を
呪
詛
し
た
と
伝
え
て

い
た
。
建
保
年
間
頃
（
一
二
一
三

一
二
一
九
）
に
、
石
清
水
八
幡
宮
別
当
宗

清
の
手
に
な
っ
た
『
宮
寺
縁
事
抄
』
第
一
に
は
、
末
社
「
剣
御
前
」
に
つ
い
て

「
凡
呪
詛
神
也
、
行
教
夢
記
見
之
、
不
動
」
と
注
し
、

古
老
相
伝
云
、
剣
御
前
本
地
者
、
大
聖
不
動
明
王
也
、（
中
略
）、
後
三
条

院
東
宮
御
時
、
以
二

御
剣
一

被
レ

埋
二

此
社
下
一

、
是
奉
三

呪
二

詛
後
冷
泉
院
一

也
云
々
、
不
動
明
王
者
雖
レ

成
二

多
種
一

、
悉
地
以
二

調
伏
一

為
レ

旨
、
故
五

大
明
王
中
不
動
為
二

中
尊
一

、
此
宮
之
下
被
レ

埋
二

御
剣
一

、
尤
有
其
心
者
歟
、

小
野
僧
都
成
尊
者
、
東
宮
御
持
僧
也
、
或
日
参
入
、
以
二

御
使
一

被
レ

仰
云
、

二
毛
甚
見
苦
、
対
面
憚
思
食
云
々
、
成
尊
年
来
只
奉
レ

任
二

御
運
一

天
コ
ソ



ア
レ
ト
申
天
、
其
外
無
二

申
旨
一

退
出
、
於
二

小
野
一

建
二

立
等
身
愛
染
王
一

奉
二

調
伏
一

時
、
師
子
冠
中
被
レ

奉
レ

籠
二

後
冷
泉
院
御
名
一

、
其
後
無
レ

程
後

冷
泉
院
崩
御
云
々
、
以
レ

之
案
レ

之
、
剣
御
前
下
被
レ

置
二

御
剣
一

事
、
定

無
二

虚
言
一

歟
、

と
あ
る
。
古
老
の
相
伝
で
は
、
後
三
条
院
が
東
宮
の
時
、
末
社
の
剣
御
前
の
社

の
下
に
埋
め
て
後
冷
泉
院
を
呪
詛
し
た
と
い
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
四
十
才
に
も

な
る
と
後
三
条
院
が
護
持
僧
だ
っ
た
成
尊
を
責
め
て
、
成
尊
は
仕
方
な
く
愛
染

王
の
法
で
後
冷
泉
院
を
調
伏
し
た
と
い
う
か
ら
本
当
で
あ
ろ
う
、
と
記
す
。

こ
の
成
尊
（
仁
和
寺
）
の
話
は
『
阿
娑
縛
抄
』「
愛
染
王
」
の
巻
（
比
叡
山

の
僧
承
澄
著
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
こ
ち
ら
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
醍
醐
の
僧

覚
禅
著
の
『
覚
禅
抄
』「
愛
染
下
」
の
巻
で
は
、「
遍
智
院
」（
成
尊
の
弟
子
義

範
）
が
「
得
大
寺
法
眼
」（
師
実
の
子
静
意
）
に
授
け
た
説
と
し
て
、
後
三
条

院
が
自
ら
後
冷
泉
院
を
「
障
礙
」
し
て
調
伏
の
法
を
行
っ
た
と
伝
え
る
。
静
意

は
応
徳
二
年
（
一
〇
八
六
）
に
十
五
才
か
十
七
才
で
法
眼
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
翌
年
東
寺
長
者
と
な
っ
た
義
範
は
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
に
六
十
六
才
で

没
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
基
づ
く
な
ら
、
後
三
条
や
成
尊
の
没
後
十
年
あ
ま

り
で
、
す
で
に
「
後
三
条
に
よ
る
後
冷
泉
調
伏
」
の
一
件
が
語
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
近
年
愛
染
王
法
の
研
究
も
進
み
、
白
河
院
も
し
く
は
王
権
と
密
教

修
法
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
後
三
条
に
よ
る
後
冷
泉
呪
詛
の
話
が
、

石
清
水
の
剣
御
前
の
例
の
よ
う
に
愛
染
王
法
以
外
の
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ

と
は
、
秘
法
伝
授
の
閉
じ
ら
れ
た
世
界
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し

よ
う
。
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
成
立
の
『
耀
天
記
』
で
は
、「
東
宮
に
御
す

事
廿
四
年
也
、
御
即
位
も
有
難
く
思
し
食
す
歟
之
間
」、
も
う
一
人
の
護
持
僧

覚
尋
に
即
位
祈
願
の
「
御
願
書
」
を
持
た
せ
、
日
吉
の
大
宮
に
進
め
た
と
い
う
。

「
其
年
幾
程
隔
て
ず
、
治
暦
四
年
御
即
位
」、
叡
感
あ
っ
て
日
吉
に
行
幸
な
っ
た

と
伝
え
る
。
こ
ち
ら
も
、
待
ち
き
れ
な
く
な
っ
た
東
宮
の
即
位
祈
願
と
い
う
設

定
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
伝
承
と
、『
続
古
事
談
』
の
「
神
璽
宝
剣
エ
ウ
ナ
リ

シ
カ
ド
モ
、
二
十
余
年
ス
ギ
ニ
キ
」
と
い
う
後
三
条
の
言
葉
や
兄
後
冷
泉
に
対

す
る
冷
淡
さ
が
呼
応
し
合
う
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
か
だ
ろ
う
。

既
述
の
呪
詛
・
即
位
祈
願
伝
承
が
ど
こ
ま
で
事
実
か
、
の
検
証
は
今
の
と
こ

ろ
不
可
能
に
近
く
、
信
用
度
は
石
清
水
放
生
会
の
例
を
除
け
ば
、
宗
教
界
の
自

己
宣
伝
と
な
る
だ
け
に
き
わ
め
て
低
い
。
で
は
、
そ
の
発
生
を
可
能
に
し
た
源

泉
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
伝
承
が
示
唆
す
る
の
は
、
東
宮
後

三
条
の
即
位
を
阻
む
も
の
は
関
白
頼
通
で
は
な
く
、
頼
通
を
最
後
ま
で
頼
み
と

し
て
い
た
天
皇
後
冷
泉
の
存
在
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
凡
そ
は
、
神

事
は
、
後
朱
雀
院
の
久
し
き
東
宮
に
て
御
願
な
ど
の
あ
り
け
る
に
や
、
そ
の
時

よ
り
く
す
し
く
な
り
た
る
な
り
」（『
中
外
抄
』
下

）
と
言
わ
れ
た
父
後
朱
雀

と
同
じ
く
、
後
三
条
は
天
皇
と
年
齢
が
近
い
皇
太
弟
特
有
の
「
待
ち
幸
い
」
の

宿
命
を
背
負
っ
て
い
た
。
二
人
と
も
後
嗣
の
い
な
い
天
皇
の
崩
御
後
、
譲
位
の

体
裁
を
取
っ
て
即
位
し
て
い
る
の
も
共
通
す
る
。
こ
と
に
、
宣
命
に
日
記
に
東

壺
切
伝
承
考

一
〇



宮
時
代
の
八
幡
へ
の
即
位
祈
願
を
公
言
し
た
後
三
条
の
場
合
、
石
清
水
放
生
会

の
奉
仕
や
御
記
の
流
布
に
よ
っ
て
廷
臣
た
ち
の
間
に
そ
の
由
来
は
浸
透
し
て
ゆ

く
。
氏
長
者
と
関
白
の
分
離
・
東
宮
と
関
白
の
対
立
・
関
白
の
宇
治
籠
居
な
ど
、

政
治
的
に
混
迷
の
状
況
を
経
て
い
る
だ
け
に
、
東
宮
時
代
の
即
位
祈
願
の
公
表

は
、
後
三
条
に
と
っ
て
皇
祖
八
幡
に
よ
る
皇
位
継
承
の
加
護
を
誇
示
し
て
政
治

面
で
の
求
心
力
を
強
固
に
す
る
一
面
、
裏
を
返
せ
ば
疑
惑
を
招
く
諸
刃
の
剣
と

も
な
り
う
る
。
日
吉
大
宮
の
霊
験
話
は
石
清
水
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

呪
詛
・
調
伏
伝
承
も
ま
た
「
御
願
」
に
触
発
さ
れ
、
後
嗣
が
な
い
だ
け
に
即
位

が
確
実
で
あ
り
な
が
ら
年
を
経
る
東
宮
側
の
焦
り
と
、
後
冷
泉
の
病
に
膨
ら
む

期
待
感
と
い
う
心
の
闇
を
掬
い
上
げ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
続
古
事
談
』
の
壺
切
伝
承
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
動
き
と
無
縁
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

『
続
古
事
談
』
の
第
３
話
第
二
段
落
が
い
つ
誰
に
よ
っ
て
「
創
作
」
さ
れ
た

も
の
か
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
、『
江
談
抄
』
の
表
現
と
比
較
す
る
と
き
、
偶

然
に
し
て
は
出
来
過
ぎ
て
い
る
相
関
関
係
に
気
づ
く
。「
壺
切
我
持
て
無
益
也
。

更
に
ほ
し
か
ら
ず
」
は
、「
神
璽
宝
剣
要
な
り
し
か
ど
も
」
と
も
言
い
換
え
得

る
の
で
あ
り
、
持
っ
て
も
無
益
な
は
ず
の
壺
切
を
受
け
取
る
矛
盾
を
「
世
の

人
」
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。『
江
談
抄
』
と
『
続
古
事
談
』
の
壺
切
伝

承
は
後
三
条
評
価
が
一
見
対
極
の
位
置
に
あ
る
が
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
も
あ

っ
た
。『
江
談
抄
』
の
場
合
、
頼
通
と
後
三
条
の
対
立
に
重
点
が
あ
っ
た
た
め
、

壺
切
伝
承
考

一
一

後
冷
泉
の
死
が
頼
通
の
権
力
喪
失
を
意
味
し
た
が
、
頼
通
へ
の
嘲
笑
は
頼
通
と

常
に
と
も
に
あ
っ
た
後
冷
泉
を
冷
視
す
る
こ
と
に
も
な
り
得
た
。『
続
古
事

談
』
第
３
話
第
二
段
落
の
伝
承
は
、
ま
さ
に
こ
こ
を
機
軸
と
し
て
、『
江
談

抄
』
壺
切
伝
承
の
世
界
を
反
転
さ
せ
、
内
容
を
巧
妙
に
「
関
白
と
皇
室
」
の
問

題
か
ら
「
兄
と
弟
」
の
問
題
へ
と
換
骨
奪
胎
し
転
化
さ
せ
た
も
の
と
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
の
作
者
は
壺
切
譲
渡
の
事
実
を
知
ら
な
い
ま
で
も
、
多
少
の

歴
史
の
知
識
が
あ
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

以
上
、『
江
談
抄
』
と
『
続
古
事
談
』
に
あ
る
壺
切
伝
承
の
分
析
を
通
じ
て
、

特
徴
と
関
連
を
見
て
き
た
。『
江
談
抄
』
の
話
も
『
続
古
事
談
』
の
話
も
、
史

実
を
正
確
に
伝
え
て
は
い
な
い
も
の
の
、
そ
れ
な
り
の
歴
史
的
な
状
況
が
起
点

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
と
思
う
。
な
お
、『
江
談
抄
』
の
話
に
つ

い
て
は
、
従
来
匡
房
に
直
結
し
て
捉
え
ら
れ
る
事
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
本

論
で
は
（
疑
え
ば
切
り
が
な
く
、
表
現
の
問
題
で
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い

の
だ
が
、）「
古
人
の
伝
談
」
と
い
う
匡
房
の
姿
勢
を
尊
重
し
、『
続
古
事
談
』

も
「
フ
ル
キ
人
ノ
物
語
」（
跋
文
）
を
前
提
に
す
る
こ
と
に
徹
し
た
。
そ
の
た

め
、
本
論
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
匡
房
と
『
続
古
事
談
』
の
時
代
の
間

に
は
、
兄
と
弟
の
皇
位
を
巡
る
争
い
の
側
面
を
持
つ
保
元
の
乱
・
治
承
寿
永
の

乱
が
横
た
わ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
『
続
古
事
談
』
の
壺
切
伝
承
の
存
在
意

義
は
作
品
内
部
か
ら
改
め
て
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。



注
「
匡
房
交
友
録
」（『
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
月
報
』

所
収
）、
一
九
九
七
年

六
月
、
第

巻
付
録
。

角
田
文
衛
氏
「
皇
太
弟
尊
仁
親
王
」（
財
団
法
人
古
代
学
研
究
会
編
『
後
期
摂
関

時
代
史
の
研
究
』
所
収
、
東
京
堂
出
版
、
平
成
二
年
）

『
日
本
歴
史
大
系
普
及
版
３

貴
族
政
治
と
武
士
』
第
三
章
第
二
節
「
後
三
条
天

皇
の
登
場
」。
ま
た
、『
道
長
と
宮
廷
社
会
』（『
日
本
の
歴
史
第
６
巻
』、
講
談
社
、

二
〇
〇
一
年
四
月
）
に
お
い
て
、
大
津
透
氏
は
「
大
江
匡
房
が
意
図
的
に
対
立
を
煽

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
。

星
野
恒
氏
「
土
右
記
」（『
史
学
叢
説
』
一
所
収
）・
松
浦
辰
男
氏
「
壺
切
御
剣
之

事
」（『
史
学
会
雑
誌
第
九
号
』
所
収
）

「
護
り
刀
考
」（「
伝
承
文
化
研
究
」
第
一
巻
所
収
、
関
西
大
学
民
俗
学
会
、
一
九

六
四
年
）

『
今
鏡
』「
司
召
し
」
に
、
検
非
違
使
別
当
源
経
成
が
無
言
で
東
宮
の
邸
宅
を
取
り

囲
ん
だ
た
め
、
誤
解
し
た
東
宮
方
で
は
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
話
や
、
後
三
条
が
東
宮
退

位
を
考
え
そ
う
だ
っ
た
の
で
平
行
親
に
人
相
を
見
さ
せ
て
、
必
ず
王
と
な
る
相
が
あ

り
と
見
た
と
い
う
逸
話
が
述
べ
ら
れ
る
。
経
成
が
検
非
違
使
別
当
に
な
っ
た
の
は
寛

子
入
内
の
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
で
、
罷
免
さ
れ
た
の
は
康
平
七
年
（
一
〇
六

四
）
十
二
月
十
三
日
、
教
通
が
氏
長
者
と
な
っ
た
日
で
、
頼
通
の
全
盛
期
に
当
た
る
。

小
一
条
院
の
妻
は
明
子
所
生
の
寛
子
で
頼
宗
や
能
信
は
同
母
兄
弟
。
教
通
の
最
初

の
妻
は
三
条
皇
女

子
内
親
王
。
そ
の
子
信
家
は
小
一
条
院
の
子

子
内
親
王
と
結

婚
し
、
敦
貞
親
王
（
実
父
小
一
条
院
）
の
子
源
宗
家
を
養
子
と
な
す
。
頼
宗
は
寛
子

の
死
後
、
小
一
条
院
を
女
婿
に
迎
え
、
源
基
平
が
生
ま
れ
る
。
基
平
女
は
後
三
条
の

寵
愛
を
受
け
、
出
家
し
た
三
条
皇
子
師
明
親
王
（
性
信
）
も
後
三
条
は
厚
遇
し
た
。

『
春
記
』
長
暦
三
年
十
一
月
二
十
二
日
・
二
十
八
日
・
十
二
月
二
十
一
日
条
参
照
。

『
春
記
』
長
暦
四
年
十
一
月
二
十
三
日
条
、

子
の
生
ん
だ
祐
子
内
親
王
の
准
后

宣
旨
に
関
し
て
、
資
房
の
父
資
平
は
密
談
に
「
藤
氏
皇
后
于
今
無
其
人
、
已
非
託
宣

旨
、
源
氏
皇
后
蒙
神
罰
之
後
、
以
其
子
息
忽
被
下
准
后
宣
旨
、
尤
背
神
意
歟
、
尤
可

恐
々
々
」
と
述
べ
た
。『
栄
華
物
語
』
巻
三
十
四
に
は
、

子
が
二
人
目
を
身
ご
も

っ
て
い
た
「
そ
の
頃
、
伊
勢
の
託
宣
な
ど
い
ひ
て
『
藤
氏
の
后
お
は
し
ま
さ
ぬ
、
悪

し
き
事
な
り
』
と
て
、
内
大
殿
の
御
匣
殿
、
参
ら
せ
給
べ
し
と
い
ふ
事
出
で
来
て
」

と
あ
る
。
伊
勢
の
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
で
は
、
藤
氏
の
后
に
関
す
る
託
宣
の
記
事

は
な
い
が
、
わ
ざ
わ
ざ

子
の
急
死
の
模
様
を
詳
し
く
記
し
、
神
罰
を
暗
示
し
た
表

現
が
見
ら
れ
る
。

『
扶
桑
略
記
』
仁
和
五
年
正
月
十
八
日
条
や
、『
西
宮
記
』
巻
八
の
裏
書
き
に
所
載
。

な
お
、
基
経
の
父
が
長
良
か
良
房
か
と
い
う
問
題
で
は
、
本
文
既
述
の
『
花
園
辰

記
』
は
長
良
と
伝
え
、『
江
談
抄
』
で
も
資
仲
説
の
源
は
「
長
良
」
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
壺
切
も
ま
た
神
泉
苑
に
埋
め
ら
れ
て
陰
陽
師
に
よ
り

厭
魅
に
使
わ
れ
た
。
解
釈
に
問
題
の
多
い
逸
話
で
あ
る
が
、
や
は
り
王
殺
し
に
用
い

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
石
清
水
剣
御
前
の
話
と
の
関
連
は
未
詳
。

『
延
喜
御
記
』
延
喜
四
年
二
月
十
日
条
参
照
。

江
談
抄
研
究
会
編
『
古
本
系
江
談
抄
注
解
﹇
補
訂
版
〕』（
武
蔵
野
書
院
・
平
成
五

年
五
月
）「
水
言
鈔
」
一
六
五
﹇
余
言
〕
参
照
。

注
２
・
３
（『
貴
族
政
治
と
武
士
』）
の
論
で
は
、
頼
通
の
「
私
蔵
」
と
解
釈
し
て

い
る
。

『
続
古
事
談
注
解
』
第
一
第
３
話
、【
口
語
訳
】【
語
釈
】【
余
説
】
参
照
。（
神
戸

説
話
研
究
会
編
・
和
泉
書
院
・
一
九
九
四
年
）

群
書
類
従
本
に
よ
れ
ば
「
延
喜
御
記
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
岡
田
荘
司
氏

（『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
第
三
編
第
一
章
第
三
節
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平

成
六
年
一
月
）
が
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
に
「
延
久
御
記
」
の
誤
記
と
見
ら
れ
る
。

愛
染
王
法
に
関
す
る
研
究
は
少
な
く
な
い
が
調
伏
伝
承
に
限
れ
ば
、
速
水
侑
氏

『
呪
術
宗
教
の
世
界
』（
塙
新
書
・
一
九
八
七
年
四
月
）、
栗
本
徳
子
氏
「
白
河
院
と

壺
切
伝
承
考

一
二



仁
和
寺
｜
修
法
か
ら
み
る
院
政
期
の
精
神
世
界
｜
」（「
金
沢
文
庫
研
究
」
二
八
六
号

所
収
・
一
九
九
一
年
三
月
）、
小
島
祐
子
氏
「
院
政
期
に
お
け
る
愛
染
王
御
修
法
の

展
開
｜
仁
和
寺
守
覚
法
親
王
相
伝
『
紅
薄
様
』
を
起
点
と
し
て
｜
」（『
守
覚
法
親
王

と
仁
和
寺
御
流
の
文
献
学
的
研
究
【
論
文
編
】』
所
収
・
一
九
九
八
年
二
月
・
勉
誠

社
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

※
引
用
の
本
文
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、『
中
外
抄
』
は
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、

神
田
本
・
前
田
本
『
江
談
抄
』
は
江
談
抄
研
究
会
編
『
古
本
系
江
談
抄
注
解
﹇
補
訂

版
〕』、『
栄
華
物
語
』
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
土
右
記
』
は
続
史
料
大
成
、

『
春
記
』
は
増
補
史
料
大
成
、『
続
古
事
談
』
は
神
戸
説
話
研
究
会
編
『
続
古
事
談
注

解
』、『
覚
禅
抄
』『
阿
娑
縛
抄
』『
僧
綱
補
任
抄
出
』
は
大
日
本
仏
教
全
書
、『
本
朝

世
紀
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
、『
世
俗
浅
深
秘
抄
』
は
続
群
書
類
従
本
、『
有
識

抄
』
は
『
大
日
本
史
料
』
承
久
三
年
四
月
二
十
三
日
条
所
載
、『
宮
寺
縁
事
抄
』
は

神
道
大
系
『
石
清
水
』、『
耀
天
記
』
は
神
道
大
系
『
日
吉
』
の
各
本
を
用
い
た
。
な

お
、
引
用
に
際
し
て
は
、
な
る
べ
く
新
字
体
を
用
い
、
私
に
返
り
点
を
付
し
、
も
し

く
は
読
み
下
し
文
と
し
た
。

壺
切
伝
承
考

一
三
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